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　伝習館は文政七年（西暦1824年）に、柳河藩第九代藩主 立花鑑賢公の藩学として創立されて
以来、今年で創立197年を迎える、長い歴史と伝統を誇る学校です。さらに、その淵源を辿れば、
柳川が生んだ儒学者、安東省庵先生の家塾にあり、実に300年以上の歴史を有します。
　伝習館の名前の由来は、論語学而篇の中の「曾子曰く、吾、日に吾が身を三省す。人のため
に謀りて忠ならざるか。朋友と交わりて信ならざるか。習わざるを伝ふるか。」にあります。 す
なわち、教育者たるものが深く慎むべきものとして、自分がまだ十分に身につけていないことを
人に伝えていないか、受け売りだけで人を誤らせてはいないか、という学者的良心から出た反省
の気持ちを表現したものです。生徒の側からは「伝えられて、習わざるか。」と読むことが出来
ます。すなわち、教師から教えられて、学んだことをきちんと繰り返して、わが身に習熟するま
で復習・練習することに怠りはなかったか、と反省をせまるものです 。 
　学びの場において、教師も生徒もつねに誠実であること、これが伝習館の教育に受け継がれる
伝統です。

創立197年、これからも受け継がれていく伝習館の建学精神



グローバルに思考し
多様性を尊重し
自己を確立せよ



　「立花の義とは、裏切らぬことでございます。」
郷土が生んだ歴史作家である葉室麟氏は、その作
品「無双の花」の中で、宗茂公の正室誾千代の台
詞としてそう表現しています。本校の礎である初
代藩主立花宗茂公より引き継がれし「義」を重ん
じ、「三稜精神」に基づく「知・徳・体」の調和
のとれた人材を育成する教育を推進します。この

「知・徳・体」を現在の言葉で置きかえるならば
　　　　知「確かな学力」
　　　　徳「豊かな心」
　　　　体「健やかな体」
となり、さらに生きて働く「知識・技能」、未知
の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力」、
学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向か
う力・人間性」これからの社会で求められる資質・
能力を見据えた教育を行っています。

＃伝習館の教育方針
立花の義と三稜精神

＃伝習館３T教育

T １( 大切に育てます )
　伝習館は、将来の日本を担う人材として生徒を
大切に育てます。礼儀作法や身だしなみ、学校の
ルールを守ることをしっかりと指導しながら、生
徒の自主性を大切にして、一人一人の生徒がもつ
可能性を最大限に伸ばします。

T ２( 丁寧に育てます )
　少人数および習熟度別授業など、個に応じた学
習指導体制を構築し、わかるまで指導する丁寧な
学習指導を行います。また、個人面談を充実させ、
じっくりと時間をかけて生徒と向き合って生徒指
導、進路指導を行っています。

T ３( 挑戦する心を育てます )
　高い志望を持てるように、よのなか講座、大学
体験講座などの進路について考える機会をたくさ
ん準備しています。難関大学に挑む生徒にはスー
パー課外、スーパーセミナーを用意するなど、バッ
クアップ体制も充実しています。

大切・丁寧・挑戦

fusion of traditionfusion of tradition  

　「伝習館掲示」
文政七年（1824）藩学伝習
館を創立した立花鑑賢公が朱
子の「白鹿堂書院掲示」を教
育の基本方針として示したも
のです。文政九年（1826）
以来、藩学に掲げられ本校に
伝えられています。



＃新たな学びへの対応

A：アクティブ・ラーニング型授業の実施　
　伝習館では教師が一方的に講義を行う従来型の授業か
ら脱却し、個人で深く考えたり、他者と意見を共有した
り、自分の考えを発表したりするアクティブ・ラーニン
グ型授業を展開しています。生徒が主体的に課題や問題
に取り組む中で、新たな大学入試に対応できる力を育て
ます。
B：表現力を磨く学校行事　
　伝習館では生徒が自分の思いを他の生徒の前で発表す
るスピーチコンテスト、興味のあることについて様々な
手法を用いて研究し、成果をプレゼンテーションする課
題研究など、体験・発表の機会を多く設定しています。
自らを深く考えて探究し、表現する力を伸ばします。
C：ポートフォリオ
　（伝習館まなびの GRIT program）の導入　
　新たな大学入試では、自分の学びを記録した「活動報
告書」等の提出が求められます。伝習館では、学びの履
歴を記録し、学んだことを振り返るとともに将来の学び
の改善や自己の成長につなげていくポートフォリオを活
用しています。様々な探究・体験活動に取り組み、強靭
な人間力を身につけることができます。
D：研修会や勉強会の実施
　伝習館では、校内で新たな大学入試、アクティブ・ラー
ニング型授業、新学習指導要領に関する研修会を行い、
教員の指導力向上を図っています。また、予備校や大学
が主宰する研修会にも積極的に参加し、常に最新の教育
情報の収集に努めています。

2022年度新学習指導要領に向けて
＃確かな進路実現力

国公立大学合格者　８４名
　大阪大学　　　　１名　横浜国立大学　　１名 
　九州大　　　　　５名　山口大　　　　　３名 
　熊本大　　　　１３名　
　　（医学部医学科 １名）　
　九州工業大　　　２名　福岡教育大　      ６名
　佐賀大　　　　１６名　長崎大　　　　　５名
　大分大学　　　　１名　茨城大　　　　　１名
　鹿児島大　　　　８名　
　　（医学部医学科 １名）
　鹿屋体育大学　　１名　北九州市立大学　１名 　　　　
　福岡女子大　　　３名　福岡県立大　　　１名
　山口県立大学　　１名　下関市立大学　　４名
　熊本県立大　　　１名　宮崎公立大　　　１名
　長崎県立大　　　５名　名桜大　　　　　４名

私立大学合格者　４１０名　
　慶應義塾大　　　１名　同志社大　　　　６名
　同志社女子大　　１名　立命館大　　　２０名
　関西学院大　　　２名　京都産業大　　　２名
　関西外国語大　　１名　名古屋外国語大　３名
　近畿大学　　　　３名　京都女子大　　　１名
　西南学院大　　５３名　福岡大　　　１３７名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
準大学校合格者
　防衛大学校　　２名（最終）

公務員合格者
　厚生労働省福岡労働局　２名

令和元年度進路実績

and  modernity 
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１Ｆ：校長室・事務室・保健室・伝習館掲示（藩学伝習館を創立した立花鑑賢公が伝習館の教育方針として定めたもの。　　　　　　
　　　1826 年より本校に伝わる） ・正面玄関（頭上に三稜の星が輝く）
２Ｆ：職員室・進路指導室・学習コーナー
３Ｆ：理科講義室・物理実験室・化学実験室・生物実験室（うなぎの稚魚を育成している） 

A 管理棟

１Ｆ：１学年教室（木のぬくもりが感じられる教室。冷暖房完備） ・トイレ（オートライト、自動水栓、音姫完備）
　　　中庭（管理棟から教室棟、特別教室棟を望む。昼休みにはベンチで弁当を食べる生徒の姿が見られる）
２Ｆ：２学年教室・トイレ・学習コーナー（考査前には多くの生徒が自学に励む） 
３Ｆ：３学年教室・トイレ

C 教室棟

１Ｆ : 多目的ホール（体育の授業、学年集会、卓球部の活動で利用。文字通り多目的に利用できる） ・食堂（明るく広い食堂。
　　　メニューは豊富で、味に対する評価も高い ）・トレーニングルーム（各種トレーニング機器を用意し、生徒は自由
　　　に使用することができる）・立体駐輪場（1F は駐輪場）・武道場（1Fは演劇部の活動で利用）
２Ｆ：アリーナ（広いアリーナとステージ、ギャラリーを備える） ・立体駐輪場（ 2Fは屋内練習場）・武道場（剣道部）

D 体育館

１Ｆ：音楽室
２Ｆ：美術教室（美術の授業と美術部の活動で利用 ）・書道教室（書道の授業と書道部の活動で利用）

E 芸術棟

B 特別教室棟
１Ｆ：図書館・和作法室・社会科講義室・大講義室（80 人での一斉授業が可能な講義室）
２Ｆ：コモンホール（200 名規模の集会に利用される）・家庭科実習室・調理室（家庭基礎、フードデザインの授業で利用）
３Ｆ：情報科実習室・視聴覚教室（大きなスクリーンとスピーカーを備える。ビデオの視聴等に利用 ）・生徒会室

グラウンドF

メイングラウンド（サッカー部および陸上競技部の活動で利用）・テニスコート（４面、テニス部およびソフトテニス部
の活動で利用）・マルチコート（４面）・野球場（野球部の活動で利用）



フォーマルパンツ（チェック） フォーマルパンツ（ブラック）

A C

学習コーナー

管理棟と教室棟
との渡り廊下は
学習コーナーを
兼ねている。

B コモンホール

冷 暖 房 完 備 で 200
人収容可能。可動式
のステージを装備。
学年集会等で利用。

B 図書館

中庭に面した広
く開放的な図書
館。専門書から
雑誌まで幅広く
蔵書 。

A 生物実験室

柳川といえばうなぎ
のせいろ、うなぎと
いえば伝習館自然科
学班生物部。

練習室２つと楽
器庫を備える。
音楽の授業と吹
奏楽部の活動で
利用。

音楽室E F 野球場

令和２年 6 月に改
修工事が完了。部活
動では野球部専用。

制服紹介 　令和元年度より、女子の制服が従来の制服（スカート）に加えて二種類のパンツ（フォーマルパンツ）を令和元年度より、女子の制服が従来の制服（スカート）に加えて二種類のパンツ（フォーマルパンツ）を
選べるようになりました。さらに日常の学校生活において、二種類のパンツ（コンフォートパンツ）を着用選べるようになりました。さらに日常の学校生活において、二種類のパンツ（コンフォートパンツ）を着用
していただけるようになりました。フォーマルパンツはデザイン性が高く式典用、コンフォートパンツはスしていただけるようになりました。フォーマルパンツはデザイン性が高く式典用、コンフォートパンツはス
トレッチ性が高く動きやすい日常用とに使い分けていただけます。トレッチ性が高く動きやすい日常用とに使い分けていただけます。

A 正面玄関 玄関頭上に三稜の星が輝く。また玄関周辺には明治期の校門および蘇鉄が
配置され、レンガの敷き詰められたオープンスペースとなっている。



Mon Tue Wed Thu Fri Sat

0 課A 課 B 課C 課A 課 B
1 保健 国総 生基 国総 英表Ⅰ
2 国総 コⅠ コⅠ 数A 家基
3 コⅠ 物基 数A 体育 数Ⅱ
4 体育 数Ⅰ 現社 生基 社情
5 家基 芸術Ⅰ 体育 物基 現社
6 数Ⅰ 芸術Ⅰ 国総 英表Ⅰ 国総
7 総探 HR

My Curriculum １年次

1- day time schedule

＊芸術Ⅰは、音楽・美術・書道より選択します。
＊朝課外は希望制の講座で、国語・数学・英語を学習します。

07：40 〜 08：30　朝課外（希望者のみ）

08：45 〜 09：00　朝礼・朝読書
09：05 〜 09：55　１時限
10：05 〜 10：55　２時限
11：05 〜 11：55　３時限
12：05 〜 12：55　４時限

12：55 〜 13：40　昼休み

13：40 〜 14：30　５時限
14：40 〜 15：30　６時限

15：35 〜 15：50　清掃
15：50 〜 15：55　終礼
16：10 〜 17：00　夕課外（３年生希望者のみ）

17：10 〜 18：00　夕課外（３年生希望者のみ）

19：00　　　　　   下校

＊水・金のみ 7時限を実施します（15：40 〜 16：30）

Student's Voice

 １年生（宅峰中出身）

眞野  純音さん

　小学生の頃から本が好きで、オープンス
クールで訪れた図書館とそこから見えた中庭
の鮮やかな緑色の芝生に目を奪われました。　　
　６月から平常授業も始まり、国語総合で学
んだ古典文学や現代社会の人権保障が面白い
と思っています。また新たに出会った友人か
ら得るさまざまな考えや意見は私自身の学び
を深めるとともに、刺激にもなり、新たな挑
戦意欲に結びつきます。
　これから過ごす高校生活でどんな出会いが
あるのか楽しみにしています。そして未来の
選択を増やすため、興味、関心を広げていき
たいと思っています。

6

　今回の修学旅行は、学校として初めて行う海外での修学旅行でした。
　私にとっても初の海外経験でしたので、期待と不安が綯い交ぜになった状態で修学旅行に臨みましたが、結果として海外と比較するこ
とで見えた日本の長所と短所、異文化の交流と融合の一例、観光国、商業国として見習う点、純粋に楽しい思い出など様々な事を知り学
ぶことができました。それらの中でも心に残る出来事が２点あります。
　１つ目は、都市国家として観光や街の景観の維持、金融関係、商業などに力を入れると同時に緑を多く植え「公園の中に都市がある国」
であることを両立している点です。マーライオン像と噴水と光を使ったショーを行ったり、日本では建てられないような構造の高層ビル
群の金融街があったり、地理的特徴を生かして世界２位の忙しさである港を保有したり、ゴミが少ないバリアフリーの都市であったりす
るのに、そのままであれば破壊されてしまうであろう自然を法律で守り両立できている事は、地方と都市間で広がっている日本のこれか
らの都市計画を立てる上で重要なモデルの１つであると考えます。
　２つ目は、国民のほぼ全員がバイリンガル、またはマルチリンガルであるという点です。これは今の日本で再現する事は大変難しいで
すが都市国家という存在であるシンガポール がいかにして発展できたのかそのファクターの１つであると考えました。
　公用語が４つもあるシンガポールならではの処世術で、同時にこれから世界に求められる力を既に知っているのだと、他国との貿易で
成り立った国だからこその見聞だと思いました。もしかすると本当はそこまでなかったのかもしれませんが、この点を今後日本で生かせ
るかどうかが日本の経済発展の成長率に繋がっていくと考えました。
　他にも様々な点がこれからの日本の、ひいては世界の「持続可能な社会」へ向けて重要な要因を持っていると考えました。過去を知り、
現在を考え未来を創造する。このことが今回私が学んだ大切なことです。　　　　　　　　　　　　　　　

シンガポールシンガポール
　海外修学旅行　海外修学旅行　

３年（柳城中出身）　村上  奈緒子



・始業式
・入学式
・学習ガイダンス
・新入生歓迎遠足

・中間考査
・明伝戦

・大運動会
・進路講演会

・期末考査
・1年演劇観賞
・クラスマッチ
・終業式

・３年勉強合宿
・始業式

・オープンスクール
・２年シンガポール
　　海外修学旅行
・１年阿蘇研修
・よのなか講座
・中間考査

・三稜祭
・オープンスクール
・交通安全教室

・大学出張講座
・オープンスクール
・防災避難訓練
・期末考査

・百人一首大会
・終業式

・始業式
・小論文講座

・マラソン大会
・学年末考査
・卒業記念川下り

・卒業式
・課題研究発表大会
・クラスマッチ
・終業式

School CalendarSchool Calendar
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sports teamssports teams & &  culture clubs culture clubs

バドミントン部（53）         陸上競技部（24）
バスケットボール部（39）   バレーボール部（36）
テニス部（20）　　　　　   ソフトテニス部（27）
卓球部（23）　　　　　　　野球部（30）
剣道部（8）　　　　　　　  弓道部（42）
サッカー部（38）               総合部（0）

化学部（22）　 　　　　   生物部（15）
美術部（11）　　　　　　 書道部（19）
吹奏楽部（48）　　　　　 茶華道部（7）
琴（5）                           弁論・放送部（16）
演劇部（15）                   語学部（20）
家庭部（19）                   園芸部（0）　

体育系部活動 文化系部活動

＊（   ）内の数は、１年生から３年生までの部員数。　 　　　　   　　
＊部活動加入率は 91% です。

　部活動は、自主的，自発的な活動を通じて挑戦すること、やり抜く力、チームワーク、コミュニケーショ
ン力など社会で求められる人間性を養うとともに、生涯にわたりスポーツや文化、科学に親しむことがで
きるようになり、伝習館教育の一翼を担っています。

部活動



○弓道部　            女子個人・男子個人
○卓球部　            男子シングルス・女子シングルス・男子ダブルス・女子ダブルス・学校対抗男子
○バドミントン部　女子団体戦
○陸上競技部　      男子 1500m・女子 100m・女子 200m・女子 400m・女子走高跳
　　　　　　　      女子 4 × 100m リレー・女子 4 × 400m リレー
○サッカー部
○テニス部　         個人シングルス　
○総合部（空手道）男子個人形
○自然科学部　      生物部門
○弁論・放送部　　アナウンス部門・朗読部門
○美術部　　　　　絵画部門・デザイン部門・彫刻部門
○書道部　　　　　書道部門

2019 年度県大会出場

第 43 回全国高等学校総合文化祭佐賀大会出場

○弁論・放送部　放送部門アナウンスの部

公益財団法人伝習館三稜会 三稜奨学生制度

　伝習館の同窓生により組織される公益財団法人伝習館三稜会より、学業および人物ともに優秀
な生徒に対して就学援助を行っています。
◆奨学金交付の対象者
　本校在学生で、学業および人物ともに優秀で、経済的理由などにより奨学援助を希望する者。
◆採用人数
　各学年３名以内
◆支給期間および金額
　１年間年額 120,000 円（月額 10,000 円× 12 月）返還は不要（給付型奨学金）

福岡県立伝習館高等学校

西鉄天神大牟田線　柳川駅から徒歩 17 分（1.4 km）
西鉄バス　　　　　早津江行「辻町伝習館高校前」下車徒歩１分
　　　　　　　　　佐賀・大川行　　　「中町」　　下車徒歩４分
堀川バス　　　　　かんぽの宿柳川行　「辻町」　　下車徒歩１分

【アクセス】

【お問い合わせ先】
〒 832 − 0045 福岡県柳川市本町 142

ホームページ http://denshukan.fku.ed.jp/

TEL：0944（73）3116  FAX：0944（73）6496
メール　info@denshukan.fku.ed.jp

LINE 公式アカウント ID　＠ 370seocp

ホームページ LINE



福岡県立伝習館高等学校
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TEL：0944（73）3116  FAX：0944（73）6496 / メール　info@denshukan.fku.ed.jp
〒 832–0045 福岡県柳川市本町 142 




